
 

 

2026年6月29日 

一般社団法人日本損害保険協会 関東支部 

 

 

 

日本損害保険協会関東支部千葉損保会（会長：藤本 将人・三井住友海上火災保険株式会社 千葉支店長)

では、頻発する台風や地震等の自然災害への対策を事業者の皆様に学んでいただき備えてもらう観点から 6

月22日(月)に市川商工会議所でセミナーを開催しました。千葉損保会と市川商工会議所と連携した初めての

セミナーとなり、当日は中小企業関係者等を中心に27名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

本セミナーは、２部構成とし、開催に先立ち、主催者を代表して、市川商工会議所・金融業務部会の酒井

部会長から、「事業者にとって地震や台風等の自然災害に対する損害保険の知識は必要であると考えられるこ

とから、本セミナーを通じて必要な知識を学んでもらいたい」と挨拶がありました。 

 

 第1部では、「自然災害リスクの現状と企業向けの減災・防災のポイント」のテーマで、千葉損保会を代表

して山下 右恭氏（MS＆ADインターリスク総研株式会社 主任コンサルタント）から、千葉県には活断層はな

いが、富士山噴火による降灰による被害が想定できる等、千葉県の自然災害のリスクについて解説があった。   

山下氏は「水災ハザードマップで事前にリスクを把握したうえで、事前のハード対策では土のうや止水板

の活用、事前のソフト対策では、マイタイムラインの作成が防災・減災のポイントとなる。また、地震は、

『Ｊ－ＳＨＩＳ地震ハザードステーション』等の確認、新耐震基準の建物であるか等を通じて事前にリスク

を把握したうえでの対策が必要である。ハード対策は什器固定等、ソフト対策は、事業活動を早期復旧させ

るためＢＣＰ（事業継続計画）策定がカギであり、特に、想定被害額、風評、他者とのつながりを踏まえて

取り組むべき業務に優先順位を付けておくことがポイントである。」と訴えた。 

 

第2部では、「リスクに備える企業向け損害保険のポイント」のテーマで、同じく千葉損保会を代表して柴 

洸介氏（三井住友海上火災保険株式会社 千葉支店 船橋支社 主任）から、企業を脅かす三大リスクには①自

然災害（台風・豪雨・地震）、②人的災害（労災・賠償事故）、③サイバーリスク（攻撃・情報漏洩）があり、

常に変化するリスクに対し、事前の備えが会社の存続力を高めることがポイントであるとの解説があった。 

柴氏は「火災保険は風水害も補償対象か契約内容を再度確認すること、地震が原因の火災は火災保険では

補償されないため地震保険に加入を検討すること、休業・操業停止時の利益損失を補償する『利益保険』に

加入することで復旧までの運転資金を確保することができる。また、人的災害に備えるには、法定労災保険

に加えて民間保険の上乗せ労災保険に加入することで従業員への補償に加え、従業員の安心感を高めること

等で企業価値向上にもつながる。取引先、お客様、従業員の業務事故等による傷害・損壊等の賠償責任を補

償する「賠償責任保険」は企業の社会的責任が高まっている中では、必要な保険であると考えらえる。 

近年増加傾向のサイバー攻撃は、被害は短時間で拡大し、社会的信用や企業イメージにも影響するリスク

がある。大企業よりも関連の中小企業が狙われやすい実態があり、完全に防ぐのは難易度が高い。また、PC

市川商工会議所と連携して事業者向け保険セミナーを開催 
～自然災害・サイバー攻撃のリスクについて学ぶ～ 

 

＜セミナーの概要＞ 

日 時：2026年6月22日(月)14時～16時 

場 所：市川商工会議所3階 大ホール 

主 催：市川商工会議所 金融業部会 

協 力：日本損害保険協会 関東支部 千葉損保会 

セミナー名：「事業主のための自然災害と損害保険」 

講演第１部：「自然災害リスクの現状と企業向けの減災・防災のポイント」 

            ・講師：山下 右恭氏（MS＆ADインターリスク総研株式会社 主任コンサルタント） 

講演第２部：「リスクに備える企業向け損害保険のポイント」 

      ・講師：柴 洸介氏（三井住友海上火災保険株式会社 千葉支店 船橋支社 主任） 

   



柴係長の講演 

１台あたりの調査費用が高額になるケースもあるため、『サイバー保険』の加入を検討してもらいたい。デー

タ復旧の初期対応費用等の補償に加えて、専用コールセンター等にも相談できるサービスもある。」と訴えた。 

 

 参加者へのアンケートでは、概ね全参加者から「内容を理解できた」「内容に満足」「保険の必要性を感じ

た」との回答があり、「企業にとって自然災害やサイバー攻撃のリスクを把握することは大切だと改めて感じ

た」「保険の必要性を再認識した」「新たな気づき、知らなかった内容が多々あり、学びになった」などの感

想が寄せられました。 

 

千葉損保会では、今後も関係官庁、自治体や商工会議所など関係機関と密接に連携して、事業者向けの損

害保険普及啓発活動を展開してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山下主任コンサルタントの講演 

会場の様子

 

酒井部会長の開催挨拶 


